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〇授業において大事にしたいこと
・子どもが安心して、進んで取り組める授業～学習の土台づくり～
学年：小学校全学年
教科：道徳・特別活動・教育活動全体

➊望ましい人間関係の構築～道徳「ふわふわ言葉・ちくちく言葉の授業」～

学級内に支持的風土をつくるために、道
徳などの学習を活用して、４月～５月に多
くの学級で「ふわふわ言葉」の授業を実
践している。この授業では、人を傷つける
言葉についての影響を考える授業であり、
春にこの授業を行うことで、子どもたちに
安心感を与えることができる。
言葉の指導は日常授業内の基礎基本
になると考え、本校では大切な指導として
扱っている。

❷学習・生活ルール～○○○小そろえる活動～

子どもたちが安全・安心
な学校生活を過ごすこと
ができるよう、校内で学習
ルールや生活ルールをそ
ろえ、全校で取り組んでい
る。今年度は、特に校内生
活の中で課題となってい
る事項を「○小あいこと
ば」として設定し、教師も
児童も共通認識をもちな
がら生活をしている。

○子どもたちがいつでも確認できる学級づくり

・学習したことをいつでも振り返ることができ

るよう教室に掲示したことで、継続した指導

をすることができた。

○安全・安心を確保するルールづくり

・全職員で校内における課題を共有し

ルールを作成したことで、教員も子

どもも同じ意識で学校生活を送るこ

とができた。
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❸基礎的・基本的な知識及び技能の構築
町内で、１単位時間の学習の進め方を
統一している。「課題をとらえる」では、本
時の課題を自分事としてとらえることから
スタートし、最後の「ふり返る」では、本時
でわかったことや考えたことを自分の言
葉で表現をする。ふり返ることで、次時の
学習に主体的に取り組むことができてい
る。また、下記のような板書型指導案を作
成し、本時の目標や課題、まとめを明確
にさせてから授業を行うことで、子ども達
の知識や技能の定着を目指している。

❹教師や児童のICTのスキルの構築

教職員においては、右のように学力向上
係からICT通信を発行し、授業でICTを
どのように活用すればよいかというアイデ
アや実際に授業内での活用の様子を共
有している。また、児童においては、授業内
で学習の道具のように使えるように、電卓
機能はもちろん、自分の考えを記すことや
調べ学習の際にも活用をしている。また全
校でタイピング練習にも取り組んでいる。

○授業のスタンダードを全教職員で共有

・授業の進め方を決めたことで、見通しをもった授業づく

りを行うことができ、子どもたちの安心感につながった。

○ICT通信で教職員のICTスキルのアップ

・学力向上係が、各学級のICTの取組を発信することで、

どのクラスでも取り組もうという意識が高まった。
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